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川崎市立宮崎台小学校 学校だより           

                   

夏休みは工事中！ 

                         学校長  森島 美子 

 

２年生が育てている一人一鉢の夏野菜。ピーマン、プチトマト、ナス等自分が育てたいと決め、毎日水

やりを欠かさず育てていた夏野菜が実をつけ収穫の時期になってきました。育てた野菜を持ち帰り、各ご

家庭でどのような料理に変身したのか、その報告も楽しみです。６月末に５年生の自然教室がありまし

た。学年の思いは「自分たちで作り上げる自然教室」 引率の立場としては、つい失敗しないように声を

かけたり、見通しがもてるようにスケジュールを先読みしての声掛けをしたりしがちになってしまいます

が、そこを堪えて見守り子どもたちに考えさせる教職員、指導員の姿がありました。すると、違う角度か

ら見えてくる子どもたちの行動や言動がありました。逆に普段では見落としてしまうかもしれない何気な

い行動や声かけの言葉に新発見をしたこともありました。毎年、この２泊３日の自然教室で、子どもたち

の心も強く、仲間としての絆も深まり一段と成長するきっかけになっていると感じています。 

７月に入ってからは、工事への対応で、教育活動と並行して職員室・校長室・事務室等の引っ越し準備

のため、段ボールが所狭しと置かれていました。校長室にありました地域の皆様が作成くださった「昭和

１５年ごろの宮崎台の様子」の大型模型は現放送室に移動しました。休み明けは職員室がもう少し広くな

り、机のレイアウトも変わる予定です。 

４日（土）には、父母と先生の会の美化活動にご参加くださった方々（子どもたちも！）が、東西の階

段の壁などを清掃してくださいました。熱心に活動くださり壁面がとてもきれいになりました。ありがと

うございました。また、９日（木）は暑い日になりましたが、授業参観に多くの皆様にご来校いただきあ

りがとうございました。１年生は初めての参観でした。入学式の緊張した様子から４か月、授業に向かう

子どもたちの姿に成長の跡を感じられたことと思います。 

夏休みに入ったと同時に本格的な工事が始まります。再生整備工事期間の確保の関係で他校より早めの

夏休みに入ります。この夏に、取り組みたいこと、夏だからできることなど目標をお子さんと共に考えて

過ごしてみてください。全て先回りして声をかけるだけでなく、時には待つこと、考えさせることも必要

かもしれません。子ども自身が、自分はこれだけはできた、やったよと思えるものが一つでもあること

で、自信につながります。また、４年生以上の人たちには、川崎市学習状況調査の結果が手元に届いてい

ますので、結果を受けて、持ち帰ったGIGA端末の中にあるアプリと連動して学びを積み重ねていくことも

できますね。 

夏休み、怪我や事故、病気のないように、そして、子どもたち一人ひとりが思い出に残る夏休みなるこ

とを願っております。保護者の皆様をはじめ、地域の方々には、これまでの本校の教育活動にご協力、ご

支援をいただきありがとうございます。 

 


